



Junior High School Student’ Views about the Daily Life and 
Assistance for the Elderly Living in Under-populated Areas : 











































































NQ年齢 性別 心身の状態 食事 移動 関係・活動 不安・要望・その他
1 70代女 膝痛 徒歩での 徒歩 老人会役員 近隣商店の変化
前半 （変調あり） 買物困難 バス・タク 近隣との付き合い 屋内外の手伝いの不在と不安
シー使用 屋外社会活動 移動不安（手段と経済的負担）
2 80代女 腰膝痛 訪問介護 徒歩 訪問介護員による支援 老後不安
前半 （変調あり） 利用 近隣の手伝いあり 冬場の雪かきの心配
3 70代女 循環器系疾患 特になし 徒歩 近隣との付き合い 心身変調時の不安と寂しさ
後半 内服中 友人との付き合い 積極的予防活動（近隣への安否確
（変調あり） 認の依頼・電話確認・認知症予防）
4 70代男 循環器系疾患 特になし 自家用車運 老人会・旅行参加 身体問題による生活問題の予測


































男子 女子 合計 人数 ％
人数 28 26 54　　　　　　　　　　　同自治体内に居住 24 88．9




人数 15 34 5　　　　　　　　　　　　項　目 人数 ％
％ 27．8 63 9．2　　　　　　　　　同地域外で生活したい 35 64．8
同地域内で生活したい 18 33．3











































































































関係の問題 他の人と考えが合わない 話がかみあわない 気をつかう
精神面の負担 年が離れていて、溝ができやすい
嫁、姑問題（2）
暴言をはくこと
寂しさ 近くにいる分、いなくなったときの大切さが
わからない
情がうつり、他界したときに、悲しむ
お年寄りが亡くなったら生活できない
孫の立場から、両親に対してと祖父母に対し
ての態度の差がでる
孫の成長問題 孫がわがままになる（2） 音楽を大音量で聴けない
と負担 孫が成長するとお年寄りの存在をうとましく 等好きなことを制限され
思うようになってくる る
実際に私がそうだがストレスがたまり大変
子や孫が困る
子があばれる
居住環境の変
ｻ
家が狭くなる
総合 生活が不便 お年寄りに負担がかかる
その他 特にない、悪いことはない、わからない（10）
（）内は同回答者数
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表10将来一人暮らし高齢者からの依頼でできる支援（複数回答）
項　目 人数 ％
病院への通院や買物時の移動の支援 28 51．8
万一の時や困った時に相談にのる 16 29．6
人とのかかわり交際や交流、話し相手 20 37
食事の提供 17 31．4
外出や散歩、歩行時の付き添い 17 31．4
日用品の提供、買物の支援 20 37
定期的な声かけや安否確認 21 38．8
電球の交換やテレビの配線の手伝い 22 40．7
インターネット等での情報収集 19 35．1
家の前などの除雪 34 62．9
庭の草むしり 27 50
その他 1 1．8
表11知っている高齢者生活支援に関することば（複数回答）
項　目 人数 ％
社会福祉協議会 13 24
地域包括支援センター 3 5．5
短期入所介護（ショートステイ） 8 14．8
通所介護（デイサービス） 22 40．7
訪問介護（ホームヘルプサービス） 32 59．2
グループホーム 4 7．4
配食サービス 3 5．5
おはようコール 2 3．7
サロン事業 0 0
介護保険制度 18 33．3
行する地域に居住していることもあり、学習背景
過疎地域に居住する高齢者の生活問題と家族や　　にはないが、生活者としての当該地域の生活や高
近隣による制度化されない生活支援について、生　　齢者生活支援に関する意見を確認することができ
活安定にある単身高齢者の生活実態を参考に、若　　た。約7割の中学生が二世代、三世代同居、残り
年層の意向を確認した。得られた結果から、①過　　3割のうち8割以上が同地域内に祖父母が居住し
疎地域における人口減少の課題と、②高齢者との　　ているといった環境の中、高齢者と接する機会が
関係の中から生ずる高齢者像、③当該地域におけ　　多い中学生の意見であったと思われる。
る高齢者の生活支援について考察する。　　　　　　　とりわけ、若年層の在宅高齢者の生活支援につ
いて検討する場合、「居住地域への愛着」と「高
1．地域変容と若年層の転出　　　　　　　　　　齢者への親しみ」が必要と思われる。しかし、約
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65％が数年後に「地域からの転出」を希望してお　　ると、関係の中から生じているマイナス感情を高
り、その理由として、過疎地域の〈不便さ〉や　　齢者の生活問題ととらえ、同居経験があるものほ
〈閉鎖性〉〈自由への憧れ〉、〈進学や就職、多様　　ど、「うとましい」、「ストレス」、「大変」といっ
な経験〉を目的としていた。現在の過疎化・高齢　　た「高齢者と関わるものの困りごと」が「高齢期
化の急速な進行に加えて、本調査対象が中学3年　　の困りごと」と解釈されているケースもあった。
生で15歳ということから、数年度に彼らの多くが　　思春期にあり成熟していない中学3年生の高齢者
転出した場合、単身や夫婦世帯高齢者の増加に加　　像が、今日の高齢者の生活問題を表現されている
え、制度化されない日常生活における「ちょっと　　とは思われない。しかし、今日的課題として、関
した生活支援」も縮小していくことが容易に推測　　係すなわちつながりの維持や回復が高齢者の主体
できる。多くの学生が高齢者と接しており、ボラ　　的な生活意欲や活動に影響することもふまえる
ンティア活動や日々の生活の中での手伝いは、大　　と、具体的な生活支援よりも先に、関係形成の視
きな役割も担う。しかし、転出を減少させるに　　点や方法について検討する必要がある。そして、
は、地域の就労環境の変化が必要となる。した　　同居者等の身近な事例に加えて、生活問題をかか
がって、転出を留まらせることが第一ではなく、　　える高齢者をどのように理解していくかが課題と
転出後に、転出者がどのように関わっていくか検　　なる。特に若年層が「うとましい」、「ストレ
討されるべきではないかと思われる。　　　　　　　ス」、「大変」と考える要因やプロセスについて検
討していく必要がある。
2．関係から生ずる高齢者像
同居家族や親戚等高齢期にあるものと接するこ　　　3．高齢者の生活支援に関連する課題
とが多い対象中学生の考える「高齢者像：高齢期　　　単身高齢者インタビューから以下のような福祉
の困りごと」について、単身高齢者の実態と若干　　的な側面のニーズが明らかとなった。地域変容と
異なる意見がみられた。はじめにインタビューし　　して小売店の閉店や公共交通機関の衰退が関連し
た単身高齢者も、中学生が日頃出会う高齢者も、　　て、具体的な支援の提示が期待されている。特に
同じ生活安定もしくは生活変調状態にあると思わ　　①移動支援（移動手段、経済的負担の軽減）にか
れ、日常生活の中で高齢者の生活情報を得ている　　かるサービスメニューと、②移動可能な生活圏内
とも予測した。しかし、日常生活を維持する身体　　で日常的生活に必要なものが調達できること、③
面の変調から生じる具体的な〈買物の問題〉や付　　屋内外の手伝いに関連した具体的支援が必要であ
随する〈経済的負担〉、精神的には〈不安〉や　　ること、④既存の生活支援情報の提供と共有が必
〈寂しさ〉についての意見が少なかった。高齢化　　要であること等を考察することができる。
率35％であり、まちの中でも多くの高齢者に出会　　　どれも至極あたりまえのようなことのように思
う。しかし、生活安定にある単身高齢者は同世代　　われるが、現在それらの生活支援のすべてが機能
との交流は積極的に展開しているが、若年層との　　しているようには思われない。単身者の場合、自
交流は少ない様子であった。このことから、家族　　ら支援要求について発言するか、生活変調や生活
や親戚がいる高齢者は同居率も高く若年層と接す　　困難状況に陥り他者が認識しなければ、潜在化さ
る機会が多いが、単身の場合逆の現象がみられて　　れる生活支援ニーズの構成要素について分析しに
いると思われる。したがって、若年層が地域内に　　くい。
家族や親戚の少ない単身高齢者とどのようにつな　　　中学生調査結果にみる、「できる支援」で高率
がりを維持し、生活問題を共有していくか課題と　　であった「除雪」や「除草」の支援は、間接的な
なる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活支援であり毎日必要とされず比較的だれもが
また、「高齢者像：高齢期の困りごと」につい　　関わりやすい。また、先の単身者も希望していた
て、中学生らの視線で親と祖父母との関係を観察　　「移動支援」に関して多くが回答していること
し、自分と祖父母との関係の中から生活問題をあ　　は、当該地域にとってはよい傾向にあると思われ
げている点に留意する必要がある。いいかえてみ　　る。今後は具体的にどのような形であったならば
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支援できるかについて検討する必要がある。そし　　　本稿は、平成19年度長野大学地域研究・一般研
て、生活支援情報が少ない現況下においては、早　　究助成Aによる成果の一部である。調査にご協
急にできることとして、制度化された生活支援情　　力いただいた皆様に御礼申し上げます。
報について周知することである。介護保険サービ
スのみならず、当該地域の、「配食サービス」や　　注
「おはようコール」、「サロン事業」は関係を維持　　1）高齢者の生活問題に関連して、2000年の「社会的
拡大し、生活変調を予防し早期に発見する機能も　　　な援護を要する人々に対する社会福祉のあり方に関
持つ。情報をもつことが将来の不安を軽減するこ　　　する検討会」（厚生省社会゜援助局）による報告で
とはいうまでもない。「定期的な声かけや安否確　　　は・日本全体の経済や社会の構造的な変化・不平等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の拡大等の事態の進行と「社会的援護を要する認」、「人とのかかわり交際や交流、話し相手」よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人々」の「社会的包摂・つながりの再構築」に向けりも低率の「万一の時や困った時に相談にのる」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た新たな施策の必要性が論じられている。また、
ことに積極的にかかわるためには適切な情報を得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年には「これからの地域福祉のあり方に関する
ておく必要がある。また、「相談にのる」の解釈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究会」（厚生省社会・援助局）が、「地域における
として・問題を解決することをイメージしたもの　　　『新たな支え合い』を求めて＿住民と行政の協働に
もいたと思われるが、近隣のちょっとした変化に　　　ょる新しい福祉一」として、「地域社会で支援を求め
気づき、課題として共有し、解決し、専門家や行　　　ている者に住民が気づき、住民相互で支援活動を行
政といった制度化された公的福祉サービスにつな　　　う等地域住民のつながりを再構築し、支え合う体制
げることも「相談にのる」ことである。このこと　　　を実現するための方策」について報告している。飛
は制度化されない生活支援でもあり、直接的な生　　　躍的に充実した福祉サービスの谷間にある問題や多
活支援よりも実行しやすいものと思われる。　　　　　様な二一ズや・公的な福祉サービスでは対応できな
い複合的な問題に対し、地域福祉をこれからの福祉
V・おわりに　　　　　　　　　　　　　　　　　施策に位置付け、地域の連帯感が希薄化するなか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、地域住民が主体となり近隣…のちょっとした変化本稿では、制度化されない生活支援に着目し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に気づき課題として共有し、解決し、専門家や行政て、過疎地域における高齢者の生活問題、生活支　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　といった公的な福祉サービスにつなげるといった制
援について若年層の意見から検討した。若年層が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度化されない生活支援の意義について共有されはじ
地域からの転出を希望しており、高齢者と接する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めている。
機会が多くその関係から生じるマイナスイメー　　2）近年の「生活支援」にかかる概説として、古川に
ジ、高齢者生活支援の具現化の課題が明らかと　　　よるものがある。生活システムは、基本となる生活
なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　維持システムと何らかの事情により機能不全の状態
本研究の実態調査は、過疎化している地域を対　　　に陥ったときに追加的、人為的に形成される生活支
象としたことから、対象者が少数であり得られた　　　援システムから構成され、生活支援システムの一つ
結果を一般化するには限界がある。しかし、当該　　　が社会福祉である（古川　2004：237－238）と説明
地域においては何らかの示唆を得たように思われ　　　し・著書「生活支援の社会福祉（2007）」の冒頭で
る。今後は、①地域特性、②生活状況（生活過程　　　「『生活支援』という概念は・°“現代社会においてま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すます多様化し、複雑化、高度化する傾向をみせるにおける段階）、③世帯構成等高齢者を取り巻く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活問題（その現象としての社会的生活支援ニーﾂ境をある程度類型化しながら、支援ニーズを見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ）に関わるマクロ（政策の立案・企画・策定）か出し、④制度化されない生活支援と制度化（社会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らメゾ（制度の運営・管理）、そしてミクロ（援助活
化）されるべき生活支援について検討することが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動）に及んで社会的に準備され、運用される各種の
課題である。また・インタビュー者と当事者との　　　生活支援関連の施策軍、すなわち生活問題に対応
関係によっても語りの内容や優先順位・表現方法　　　し、その解決緩和を図ろうとする社会的施策群に関
が変わってくることも十分加味しながら分析を繰　　　わりをもつ概念とし位置つけることにしたい
り返す必要があるだろう。　　　　　　　　　　　　　（2007：i）」と述べ、人権擁護制度、消費者保護制
度、健康政策、教育制度、雇用・就労政策、所得保
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障制度、保健サービス、医療サービス、司法福祉、　　　（山本1996：3－4；田畑他1999：413）地域社会のあ
更正保護制度、住宅政策、まちづくり政策などの社　　　り方は根本的な見直しの時期をむかえている（浜岡
会サービスや、社会不安の除去や社会秩序、社会体　　　1998：47）。このことは、大野による一連の研究に
制の維持等についても触れ、視野を広げ、包括的、　　　よっても指摘され、高齢化率が50％をこえて地域共
総合的な生活支援をすることが求められているとい　　　同体が維持できない状況にある集落を「限界集落」
う。そして、その対象は、さまざまな理由によって　　　とよび、限界集落の単身高齢者の滞留を現代的貧困
社会的に不利益、不公平、不平等、経済的な損害、　　　問題と指摘している（大野2005：99）。国土交通省の
心身の安全や安心が脅かされている人びとやそのお　　　「過疎地域等における集落の状況に関するアンケー
それのある人びとをあげており、高齢であるものも　　　ト調査（2006）」によると過疎地域をかかえる全国
ふくまれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　775市町村に対して、そこに所属する62，271集落のう
3）高齢者の生活過程における「生活変調」は、相互　　　ち高齢化率50％をこえる集落が7873集落（12．6％）、
関連を通じて一定の範囲内に保たれた生活構成要素　　　機能維持が困難となっている集落が2917集落（4．7％）
が、何らかの要因により不安定となり生活が一定範　　　である。
囲外へ変化する兆しの状態であり、高齢者の生活を　　6）当該自治体が提供しているサービスで、65歳以上
時間軸における状況の変化でとらえるものである。　　　の一人暮らし、お年寄りのみの世帯、または障害を
生活困難や困窮は、「生活変調」という言葉を用いる　　　もつ人に、食事を定期的に宅配するとともに安否確
と「①生活安定一②生活変調一③生活困難…」の三つ　　　認を行う。一食およそ400円で、週2回利用すること
の段階を経て生成する。変調時の他者との交流は問　　　ができる（当該自治体資料より）。
題の早期発見や問題の予防につながるがそのとらえ　　7）一人暮らしのお年寄りや障害を持っている人に、
方にはまだ課題がある（越田2008）。　　　　　　　　　定期的に電話をすることにより、日常的な会話の話
4）君島ら（2004）によると、地域で生活する高齢者　　　　し相手や、安否確認をするもの。社会福祉協議会へ
のケアにおける制度化されたケア（フォーマルケア　　　申請する（当該自治体資料より）。
・FC）と制度化されないケア（インフォーマルケア　　8）日中孤立しがちなお年寄りが、家の近くの集会所
・IC）の関係にっいての研究が少ないことを指摘　　　等に集まり、手芸をしたり、料理を作ったり、レク
し、未充足ケアニーズの充の分析方法として、ケア　　　リエーションをしたりする。閉じこもりの予防や、
の構成要素、ニーズ保持者、ニーズ表明状況、FCに　　　同じ地域の仲間と交流することによる孤独感の解消
よるかICによるかの対応方法をあげ、ケアの計画や　　　を図るもの（当該自治体資料より）。
サービス運営に活用することを提案している。そし
て、FCとICの組み合わせ選好と地域特性との関連　　文献
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